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園芸と日本とジェイン・オースティン

鈴 木 実 佳

2016年はジェイン・オ,ス ティン (1775-1817)の 『エマ』の出版 (1816)

から200年である。
1『

高慢と偏見Jの出版2∞年のときに、舞踏会、ツアー、パー

ティー、読書会、学会で盛り上がったように、各地できまざまな催しがあった

に違いなぃ。多くの会員を擁し、一般向けのプログラムも組む北アメリカのオー

不ティン協会は、今年の年次大会で『エマJの 200周年を記念し、「他の誰でも

ない、彼女」〈No One But Herself)と テーマを掲げた。
2-方

、オースティン縁

の地であり鉱泉リゾート地として18世紀に再興したバースでは、オースティン

産業が盛んで、恒例のオースティン祭が催された (2016年 9月 9日 から18日 )

が、各種集まりで読まれた作品は、なぜか F分別と多感Jと「高慢と偏見』だっ

た。
3『ェマ』の扉の年号は確かに1816年であるが、1815年12月 には出版されて

人々の手に渡っていたこともその理由のひとつだろうか。
4出

版後間もない1816

年の春には、彼女は体調をくずし、それでも1815年 に書き始めた『説得』を書

lrエ マJは、オースティンの生前最後に出版の作品となった。20∞部印刷され、彼女が結局得た

金額は40ポ ンド弱であり、必ずしもよく売れたわけではなかった。Ed■vard COpeland ttd」 unet

McMasteら eds,7■
`Cα

″う″″ c“ραz"""力 Zθ スゅ′
"(Camb」

dge:Camb」 dge Uiversi,
Press・ 1997),p25

2ォ _ス ティンの作品「エマJについての発言の記録 (漱摩を始める際にオースティンが言つた言

葉として記されている)と 、「エマ』の中の描写を踏まえている。`r am gong tO take a herolne

whOm nO one but mv3df wlll mtlcllllke'James Edward Allste,Ieth,ス M翻。″げJaz A潟
`らFadhit Edlt10n lFolero■ ,Pa■ POlcrOn Llbra,Edluons,1979),p148`MI Knlghu"must ngry

ho one but hcselp,Jane Au"en,磁 ed Rlchard Crom and Dolothv M耐 皿an2 The Cambrldge

Edl● ‐いOfthe W。

“

Of」 alle Austen(Canbndge:Ombndge UnlvelsI● P認喝 211115),p444 Both

underhes nlie]
Sh¨://v―janeaustenfestlvalbath cO uk/2016PIogral llne/
41815年

12月 11日 付けで、彼女は出版者である」Oh Murrayに 対して、一般よりも数日前に、後の
ジョージ4世 (当時the prmce Regent)に 届けるように依頼 している。Deidre Lc Faye,edル ″
スぉ笏 もιι雌 ,3rd ed/collected and edlted b.・ Delrdre Le Fayc ed(∝ ford;New YOlk:Oxford

u出国 ty Press 1995),pe∝ 現物溺 ぃた旨知らせる礼状¨ 書係●James stanler Clarke

から)は、「1815年木曜日」の日付で、これは12月 21日本曜日と推測されている。
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き終え、更には未完に終わる「サンディトン』を1月 に書き始めて、そして1817

年 7月 18日 に生涯を開じることになる。来年2017年は、ジェイン・オースティ

ン没後200年 を迎え、世間の注目が集まり、様々なイベントで盛 り上がって、

オースティン作品が更に読まれる契機となるだろう。記念の年を人が喜ぶのは、

商業主義的理由はさておき、ものごとが継続していることを確認し、過去の人々

との価値観の共有を楽しみ、あるいは部分的な変化を認識し、そして未来への

手がかりをみつけることができるからだろう。彼女が生涯の最後のおよそ10年

間を過ごしたチョートン・コテッジの道に面した壁には、死後100年記念の1917

年に記念版が据え付けられた。そこには、オースティン作品の古びない魅力を

決定づける一文が刻まれ、20世紀初頭の米英のオースティン・フアンの熱意と

協力を明らかにした。19世紀初頭と20世純初頭の事実に付け加えられた一文は、

それ以降訪れる人々にむけたメッセージとなり、永続性を保持する仲間の連帯

感を生む重要な役割を果たしている。

ジェイン・オースティンは18119年から1817年 までここで過ごし、彼女のす

べての作品はここから世に送り出された。この国とアメリヵの愛読者が協

力してこの記念版を設えた。彼女がみせた技・芸術は、決して古ぴなぃ。
5

その1∞年記念と同じ年、.つ まリオースティンと私たちの時代のちようど真ん

中で、オースティン作品と日本の造型を関連づけて考察したイギリス人がいた。

レジナルド・ファラー (Re山Jd Farrc■ 18801920)で ある。彼は、珍重され

る美しい植物を求ゅて中国や日本を探検したプラントハンタこである。
6特に、

ロック・ガーデンや盆栽の趣味の紹介と浸透に貢献した人物であり、「新たな」

植物とガーデニングの素材や造園方法を持ち込んだ彼の業績は、園芸の世界に

おいて長 く称えられることになる。
7未

だ西洋人の日に触れぬこの上なく美しい

6,ane Austen"け ed here“ m18∞ to 1817 and hence all her wor13 were selltinto the ngn Her

admirers in this count,and in America have united to Orectthls Tablet Such art as hers can

nger grow old′

"饉
Jane Auden Centew B0011etlhos//auStenonvnleavЮ 劇

"露

SCO10/2012/06/

」ane‐auste■ centena7 bЮdmx ln― pdD

'自幡洋二郎「プラントハンターJ(東京 :講談社,2005)

'」enw Uglowは ファラーを「ロックガーデンの父」と称している.Jemfer S UJOヽ スιi″″

“

磁リグ珈 α蹴滋 力喀lLondon:Chatto&Wlndus 2000,pp 25Q 2● ;フ ァラーは挙がっ

ていないが、1890年代の日本庭園熱については、Charles Que● RltsOn.■ たD」筋
―

:´

S“″¨   (lCndon:Vlhn3 2∞1),pp 202■ 輛 E■ot aθ R″″蘭げ
“
励 鋤■ヮ :4

Л%り 18042004(Chlchester Pmlmore and Co Ltd,2004),pp 122,207,272,366王 立園芸協

会は、ファラー他のヒマラヤ行きに200ポ ンドを提供したが、賞は授与しなかった。その埋め合
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植物を求めて、「未開の」土地を進んでいた彼は、オースティンを愛読し、小説

セットと共に旅していた。
8東

洋を旅するようになってからの彼の日常生活は、

未知の土地への冒険に満ち、彼が最期をむかえたのは、現在の中国とミャンマー

の国境付近の (中国では帳山と呼ばれる)山中でのことだった。本稿の目的は、

ファラーの異文化理解のしかたを、差異化の視点と文学的共通性から考察する

ことである。

彼の『アジアの庭――日本の印象』(1904)での日本の情景描写は、雲、議、

霞、霧、空気の描写から始まる。日本は、水墨画のような徹妙な色の重なりと

共にあり、そのプェールの陰から立ち現れてくる。長崎に到着しつつある彼が

見た日本は、一面の雲のなかの灰色である。「流れる雲のなかから切れ切れに灰

色の塊が仄かに立ち現れる」。空気がヨーロッパのそれと比較され、日本の風

景、そして彼が最も興味をもっている植物の違いは、大気の差に帰せられる。

湿度の高い日本を、彼は上陸した後の自分の汗や不快指数といった体感で感じ

るのではなく、外から眺めて日で感じ取る。長崎の「空気は澄んでいるが水気

に富んでいる。」
9

澄み切った日本の大気を通すと、色が豊かで抑制のきいた純粋さをもって

日にとびこんでくる。そうすると、青や深い緑が、他のどこでもみられな

い美しさを帯びる。日本では、風景は、静識に澄んだ水を中景において変

化させて見ているような気がして、藍や菫色の光景にさらなる柔らかな豊

かさを与えている。…日本では、無限に多様な空気のせいで線は柔らかみ

を帯び、色は芳醇になる。夜明けには、日本の絵でよく見る情景をはっき

りと認識することができる。あらゆる小谷、丘の合間、渓谷に、ごく繊細

な膜のような籠がたちこめて、木々の輪郭がだんだんと現れてくる。それ

は幽霊のようにどこも同じように一定して、細部は何も見えず、動かず、

わせか、1959年以来毎年ファラー賞 (FarerコЮplly)を 出している (pp 2",366)。
8馴

染みのある土地から離れて適合しようとするヒロインが描かれていることと、「ノスタルジア」
についてはNIcholas Damcs,Wostalglar lnス の″″"あ""Jtt И“

●ちed Claudla L」 Ohn80n

and Clara Tuitc(OXfOrd:Wney_BlableL 21X19),pp 413 21な ど参照。C John8onは、Farrerを

ツィクトリア時代の熱狂的な賞賛モードに批判的な立場をとりなから、それでもその熱狂を継承
していると指摘している。彼がオースティン作品の豪鋼板出版プロジェクトを提案していたこと
から、彼を冷静な学者としてのチャ,プマンと比較している。ファラーは第一次世界大戦期の愛
読ぶりを示す例の一人としてあげられている。Claudia L」 ohnson,ル ″ス

“
s″
"`の

お滋 0″

″
“
●(ChlCago&London The Untes■ of Chtago Press,2012),pp 97 8,10506,11819

'Reg llald Jolul Pane■ ■″α滋 ゲ
^″

:fmpr6sa申%"滋Ⅲ
"(LondO■

Me■uen&Co,1904),
pp l,2
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けれども蔭と区別できるかできないかのこの世のものとは思われない形が

わかる:蔭を背景に、その形は変化のない色という朧気な厳密性をもって

そこにある。10

彼は湿 り気を含みつつも澄んだ空気が作り出す「朧気な厳密性」に魅せられて

しまっている。他に、「甘美なかび臭さ」、「魅力にみちたがらくた」といつた撞

着語法を駆使して彼は日本を理解し、描いていく。
11

長崎から神戸を経て、横浜に向かった彼が富士山を初めて見たときの驚嘆も

詳しく読んでおこう。富士山はあまりにも美しい威容を誇り、霊験あらたかで、

ファラーにとって動かぬ山というよりも、異世界から束の間この世を訪れてい

る人格あるいは神格としてとらえられているようで、「彼」と称されている。

夜明けに蒼自く見える富士山は、陸地と海の上に鴛える。彼は幽玄に自く、

ひとときだけ留め置くことができた幻の軽妙さをもちながら、荘厳な構え

をもつ。幻は陽がさしていくにつれ半時ほどで霧消するに違いない。この

偉大な白い山は、あまりにも美しく、拶 く消えてしまうのではないかと思

われる。即座に、夜の残骸のなかに漂失するに違いない。あまりにも夢の

ように実体がないようで、あまりにも幻想的に美しくそこにあり、あまり

にも浮き世離れして、その輪郭はくっきりとした完壁性をもつので、この

平凡な世の中の現実にではなくて、神的想像に属していると感じさせる。

富士山の栄光は、つまらない人間の間断ない余計なお世話のしみをつけら

れ、汚され、品位を貶められている。…美は、明らかになったからといっ

て美でなくなるわけではない。世界を飛び回つている者がありふれた賛辞

を編み出したとしても、神々しい富士山から荘厳さを奪うことはできない。

頻繁に褒められても薔薇がその価値を失わず、つまらない女があまりにも

よく身につけてもダイヤモンドがその洗練された輝きを失わないのと同じ

ことである。…日本に行った人に富士山ネL賛 を控えよと命ずることは、不

可能を要求することであるL12

筆を尽くしてその幽玄の美を描写したあとで、ファラーは自分たちの言語、英

10 Falret, Tlu Garden of Asia: Inprcssior: from Japaa W. 2-3,

" Fa,x* t*e Caraea ofA.si,,: Irnpr.sionstrom Japar, pp.12,9.
1' Fe,re, The cudzn of Asia: Inpreseiorrs lron Japat pp.4-5,
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語の表現の貧しさを認識しているとことわりをいれる :「そのように神々しいモ

デルの、この世のものでないような輝きを忠実に描写するための純粋な語調を

私たちの言葉はもっていない。」
13

フアラーが見る日本は、西洋人としての自分たちの日常や常識とは異なる「あ

ちら側Jの別世界である。書物の冒頭で印象的に風景を覆っている雷でさえも、
「私たち西洋人が知っている意味での需ではない」。“主に北斎や河鍋暁斎の作

品を物色することが話題になっている買い物の章では「日本は貧乏人の天国で

あり、富者の夢である。」
15そ

のなかにある「汚点」は、西洋的なもの、あるい

は西洋人が持ち込んだものであり、自虐的に描かれる。長崎は、美しい日本の

中の醜悪な汚点であって、「美女ヘレネーの頬の疫病跡あるいはハンセン病によ

る皮疹」であり、「天国め門にある港町ポーツマスの別館」である。・ 「横浜は、
ヨーロッパ的な街で、ヨーロッパ人のためにヨーロッパ人が建設した。それで、

醜悪と傲慢以外には注意を向けるべきところなどない。そのような様子でこの

世で最も栄光に満ちた光景を横浜の住居は汚染しているのである。」
17

ところで、道中オースティンの小説を携えていた彼のもともとの野心は、作

家として広い読者層に訴える文章を書くことだった。
18「

博識の人々を憤怒さ

せoこ となく、一般の読者の関心を誘い、一般人を飽きさせることなく学者を

満足させることが私の目標である」と彼は記している。'そ して彼は旅行記と

園芸の著作に、オースティン作品への直接あ言及を散 りばめた。"日本の盆栽

を紹介するにあたって、ォースティン作品の喩えを駆使している。東京の家々

の庭を見て、盆栽に感嘆し、まるでプロンテの「高慢と偏見』評の「丁寧に柵

をめぐらし、非常に丹精を凝らした庭」の喩えを、面白がってさらに突き進め

たような描写をしている。
aォ _ス ティン愛読者であり、庭を主たる関心事と

t3 Fajrjet, Thz Galden ol Asir: I,,pressirns lror Japan, pp. 5-6.
)a Fater, The carden of Asia: Iflpressiofis lron Japara p. 3.
15 Fatrer, '|he Garde,t of Asia: l,,tplessions ftom JapaL p.55.
t6 Fane\ Tru carden ol Asia: Implessin e lron Japa4 pp, t-2.
t? Falxer, 'Ihz Gardcn of As{a: Irnpressbns lmtn Japaa p. 7 .
r3 Regimld John Farea On thz E@es ol the Wort{ 2 vols. ed. ([S.1.] | Theophrastus, 1977), r:19.
1s t want to interest the gmeral public without moving the lea$ed to rage and to gatify the leamed

withour causing rhe generrl public to yarin([1914 1926st l: 191 Oa thz Fax: oJ tlu WorA OS17r,
quot€d in Made4 50.

@ Jeff Mathea 'Camping in Chioa with the Divine Jane: The Ttavel Writing of Reginald Irarer,,
Jownets 10.2 (2UN\ 45-64.

'1 'a caretully fenced, highly cultiveted gslde,l', lln? A&stcrL : Th2 Oiticot HeritaAe, ed. B. C. South-
ae, vol. 1 ([s.].1: R & KPal,l, 1968), p. 126.
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している彼が、オースティン作品と、整った庭の関連づけを看過するはずない

のである。

[小さな盆栽の本々には]ど こにも欠点を見ぃだせない。眼を欠点探しから

解放して休ませてくれるのである。それで、このような木々を見ると新奇

な休息の感覚を得る。木々の非の打ちどころない曲線は、ジェイン・オー

スティンの一節が描く非の打ちどころない曲線から受けるような、こころ

を和ませる味わしヽと同質の味わいを与えてくれる。付加すべきものも、除

去すべきものもない。そこで、批評は眠り、魂はただ楽しむだけの余裕を

もつ。一方、この多彩な世界の他の喜びは、どんな 優ヽれたものであって

も、批評の機能を休ませてくれることなく敏感に保つので、疲れるのだ。

こあ木々なら
'よ

満ち足りることの喜びを教えてくれる。
22

丹精込めた盆栽とオーステインの文章は、どちらも過不足なく完璧に計算され

た造型であり、それを享受する者の感性の余計な緊張を静かに解くというので

ある。ここでは、彼の着眼点が、イギリスの読者にとってはまだほとんど馴染

みのないエキゾチックな日本の庭の魅力を、オーステイン読者が共有している

理解で説明しようという試みとなって表現されている。

日本の文イヒとオーステイン文学を重ねて語ることの面白さは、日本でオース

ティン文学を読む私たちにとつてお力的であり、大いにファラーヘの興味をか

き立てる。しかし、これは単に彼の個人的嗜好に帰するものではない。彼は、

大英帝国の一員として、異質の文化圏との接触を通じて、時に偏見に満ちた見

解を述べる一方で、自らを知り、人類の文化に普遍性を見いだしながら、文化

の個別性を相対化して評価するモダニズムの時代を体現していた。アジアとの

接触が促したファラーがもったオーステイン文学を読む視点は、日本の私たち

にとって特別の意味をもつと考えられる。彼の視点からみた日本は、大いに特

殊性をもち、作家を志したファラーがその文才を駆使して描きあげる。一方、

彼が最も興味をもって見た日本の庭については、面白いことに彼は既に自分が

備えている嗜好からの喩えで読者に提供するのである。その理解の仲介者になっ

ているのがオースティンである。そこにオースティンを位置づけてみると、時

間的・空間的・文化的に、オースティンが直接的に属していたものとは異なる

a F,Iri€\ Th. Goldat oJ ABia: Impressions Jftn Japra N. 18'9.
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背景をもつ読者の視点からも共有できる、普遍的要素を探ること近づくことが

できるかもしれない。

1987年 出版のC五″σ″鳳′ガι

“

′において、1917年 のファラーの論文は、歴代の

論考のなかでもオースティン作品におけるアイロニーの重要性を指摘したシン

プソンと並んで双璧をなし、最も定評のあるオースティン論であるとの評価を

受けている。
23c.ジ ョンソンも、それが20世紀を通じて重要性をもったこと

を支持し、オーステインの世界のユートピア性的ではなく、偶像破壊的な痛切

な現実性を重視している点に注目した。
27ア

ラーが Fエマ』をオースティン

作品の精髄であって特別な作品と位置づけたことは、最近の全集の前書きでも

触れられている。
25勿

論、100年前の論考であって、凌駕された面もあるが、オー

スティンの死後10114を 経て書かれた論文を、それから100年経過した今、改め

て振 り返ってみると、文学が時代を跨がって果たしている、もしかしたら不変

の役割の,端を再認識できるかもしれない。その論考のなかで、彼はオースティ

ンの普遍性をシェイクスピアと同様にとらえて、戯山とガヽ説では、戯山のほう

が舞台や役者の助けを借 りることができるので、小説での普遍性を達成してい

るオースティンの方がより難しいことを達成していると述べている。Jヽ説の映

画化、ドラマ化を享受した上で小説を読んでいる私たちにとっては事情が異なっ

てきているが、普遍性を成す作家としての本質についての指摘は、大いに参考

になる。彼の評価では、彼女は「人間の本性 と同じだけの拡がりを有し」てい

る。また、「非常に徹底的で変らぬ献身をもって真実を追求する」作家であり、

「課題設定を愛し、彼女の作品の中でも最も難しい、手の込んだ課題設定を行っ

て、最も見事にそれを解いてみせたのが、エマである」と論じている。
あ

チョートン・ コテッジの「古びない」というひと言もベン・ジョンソンの有

名なシェイクスピア評も、時間軸にのせて永遠性を褒め言葉にしているが、異

文化との接触をもったファラーの評価は、時間を越え、国境を跨ぎ、言語や文

化の壁を乗 り越えようとするところにオースティンを位置させるものだった。

他の様々な風景や物については、イギリスと日本の間にある差異をあぶ り出す
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ことに注意と文才を向けたファラーが、共通性を見いだし、それを伝えるとき

に頼ったのが、ォースティンであった。彼にとってオースティンは、普遍的価

値観を代表し、その普遍性を仲介することにより、文化の特殊性は、理解可能

になり、伝達可能となり、そして持ち帰って実践することもできた。ファラー

から100年を経た現代の私たちにとっ

`、

国境や文化の壁の意識は薄く、ィ
ース

ティンは既にそれを越えた存在になっているのかもしれない。
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